
女性活躍推進事業 【飯田市】

当市における民間企業の各役職段階に占める女性の割合（2018年）は係
長相当職20.9％、課長相当職17.6％、部長相当職11.8％で、国が2025年を
期限として設定する成果目標には及んでいない。また、当市における民間
企業の男性の育児休業取得率（2021年）は5.5％で、全国の現状と比較し、
遠く及ばない。当地域は中小企業が多く、各事業所だけでワーク・ライフ・バ
ランスや女性活躍を推進していくことは困難である状況も考えられる。 こう
した背景から国の法整備に合わせて、事業者側の理解が進むよう各事業所
へ働きかけを行うとともに、個人や家庭の意識改革を進めていくことが必要
である。

地域の実情と課題

連携団体

令和５年度から、第７次飯田市男女共同参画計画期間がスタートする。本
計画では、柔軟な働き方改革と女性活躍の推進を施策を重点的に進めて
いくことになっている。事業所に雇用されている女性の活躍については、当
市の産業経済部局を通じ、積極的に事業所訪問を行い、働きかけを行う必
要がある。また、一方で、個々で起業したりする女性も増えていることから、
こうした個々の女性の活躍を支援する体制づくりも必要になっている。

今後の課題

事業の効果

目的・目標

育児や介護と両立させながら、空いた時間を活用し、自身の持つスキルを
活かしたフリーランス的な多様な働き方を選ぶ女性が増えている。また、コ
ロナ禍でリモートワークが普及し、こうした働き方が選択できる環境整備に拍
車がかかった。本事業は、多様な働き方という観点から、女性のための就業、
起業を促すきっかけを創出することを目的とした点が特徴である。

事業の特徴

総事業費 623 千円

交付金額 311 千円

事業番号 １

第６次飯田市男女共同参画計画では10の具体的課題のうち「ワーク・ライフ

・バランス（仕事と生活の調和）の推進」と「男性にとっての男女共同参画の推
進」の二つを重点と定め、事業所への働きかけ、個人や家庭の意識改革の両
方の側面から取組を進めている。

【数値目標】
家庭・地域・職場における平等意識の浸透
（「男性が優遇されている」と感じる人の割合の減少）
⇒家庭30.1%⇒22.0% 地域52.8%⇒36.0% 職場51.5%⇒35.0%
（平成28年度末⇒令和８年度末）

「女性のための起業・就業セミナー」の参加者が短期間で定員に達したこ
とで、多様な働き方を求めている若い女性層が、この地域には数多くいるこ
とがわかった。また、当市の産業経済部が主体となって実施した働き方改
革セミナーにおいては、参加した事業者が、国が進める女性活躍のための
各種支援や制度を知る機会となり、こうした企業が当該支援や制度を活用
して、ワーク・ライフ・バランスを進めていくきっかけになったと考えられる。

市産業経済部局、子育て支援部局、ハローワーク等と連携し、起業等
多様な働き方を求める市民にセミナーへの参加を呼び掛けた。



事業の概要

女性のキャリアアップのためのセミナー実施
若年層の女性のキャリアアップのためのセミナーを開催し、多様な働き方から、女
性の活躍につなげるためのセミナーを実施しました。４回の連続講座に延べ58名の
女性が参加し、プチ起業やフリーランスといった自分自身のライフスタイルに合った
働き方を模索しつつ、参加者同士でのつながりが生まれました。これをきっかけに、
多様な働き方を志向する女性のネットワークづくりにつなげていきます。
★実施日とテーマ

第１回 2月16日 働き方、稼ぎ方の理解からのスタート
第２回 ２月21日 就職しない働き方の妄想が膨らむ
第３回 ２月28日 起業をみんなでシミュレーション
第４回 ３月 ７日 働く前の事前把握できっちり準備

【参加者の声】
⚫日本の雇用形態などあまり知らなかった事が学べました。
⚫グループワークのようにしていただき、気軽に質問したり話をして進めてもらい楽しかったです。
⚫働くことについて勉強する機会が今までなかったので新しい経験ができました。
⚫税や働き方、働かせ方がわからず迷っていたので少しづつ学んでいけたら と思いました。
⚫自分は何のために起業するのか再認識できた。
⚫ 「働き損」というのを気にしていましたが、将来的に年金という形で加入年数に
もよりますが返ってくるということに気が付けました。

再就職・仕事復帰を考える『 ママのジョブ・カフェ 』

働き方の多様化で、複数の仕事を持つ人が増え、企業は働く環境を整え、従業員も人数割分以上の貢献を求められる時代となりました
。
そこで、再就職、仕事復帰を考える人が、自らのキャリアを描き、実践することが重要になっています。
育児休暇後も、元の職場復帰が当たり前になり、働く女性への協力的な会社が増え、夫が育児に関わることが当たり前になり、加えてテ

レワーク、自宅勤務などが一般的になることを踏まえ、自分の人生設計の中でキャリアプランを考える女性へのセミナーを実施しました。
★第１回 ７月26日 第２回 ９月16日

第７次 飯田市男女共同参画計画の策定

上記事業と並行して、令和５年度からの５カ年計画としてスタートさせる第７次計画について、市民で構成する飯田市男女共同参画推進委員会とと
もに策定し、第７次計画では、女性の活躍支援とワーク・ライフ・バランス推進を重点施策として取り組んでいます。
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